
第２３回美馬市地域公共交通会議及び令和７年度美馬市地域公共交通活性化協議会

令和７年６月６日開催

美馬市地域公共交通活性化協議会規約の改正、美馬市デマンドバス事業の運行状況等につい

て協議を行うため、第２３回美馬市地域公共交通会議及び令和７年度美馬市地域公共交通活性

化協議会を開催しました。概要は、次のとおりです。

１ 開会

１ 会長挨拶

１ 報告事項

１ 議事

（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約の改正について

①令和７年４月１日 改正

②令和７年６月６日 改正

（２）美馬市デマンドバス事業及び木屋平地区自家用有償旅客運送事業の運行状況について

（３）美馬ふれあいバス受付センターの移転について

（４）中学校の「部活動拠点校」への移動支援サービス導入実証事業

（国土交通省 共創・MaaS実証プロジェクト）について
（５）令和６年度美馬市地域公共交通活性化協議会決算について

（６）令和７年度美馬市地域公共交通活性化協議会予算（案）について

１ 協議結果

（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約の改正について承認する。

（２）美馬市デマンドバス事業及び木屋平地区自家用有償旅客運送事業の運行状況について

承認する。

（３）美馬ふれあいバス受付センターの移転について承認する。

（４）中学校の「部活動拠点校」への移動支援サービス導入実証事業

（国土交通省 共創・MaaS実証プロジェクト）について承認する。
（５）令和６年度美馬市地域公共交通活性化協議会決算について承認する。

（６）令和７年度美馬市地域公共交通活性化協議会予算（案）について承認する。

１ 閉会



資 料 ①

（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約の

改正について

①令和７年４月１日 改正



議事（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約改正（案）

美馬市地域公共交通活性化協議会規約（平成２３年４月１日制定）新旧対照表

現行 改正後（案）

（事務局）

第１０条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局は、市民環境部くらし・人権課に置く。

３ 事務局に事務局長及び事務局員を置き、会長が定めた者をもっ

て充てる。

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第１０条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局は、市民環境部ふるさと振興課に置く。

３ 事務局に事務局長及び事務局員を置き、会長が定めた者をも

って充てる。

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。



美馬市地域公共交通活性化協議会規約

平成２３年４月１日制定

平成３１年４月１日改正

令和２年４月１日改正

令和６年４月１日改正

令和７年４月１日改正

（目的）

第１条 美馬市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）は、道

路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、美馬市における市

民生活に必要なデマンドバスの旅客運送の確保その他旅客の利便の増進を図

り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するた

めのほか、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第

５９号。以下「活性化法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公

共交通網形成計画（以下「形成計画」という。）の作成及び実施に関し必要

な協議を行うために設置する。

（事務所）

第２条 協議会の事務所は、徳島県美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地美馬市役

所内に置く。

（事業）

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。

（１） 道路運送法に基づく旅客運送の協議に関すること。

（２） デマンドバス事業計画の策定及び変更の協議に関すること。

（３） デマンドバス運営実施に関すること。

（４） デマンドバス事業実施に係る連絡調整に関すること。

（５） 形成計画の作成及び変更の協議に関すること。

（６） 形成計画の実施に係る連絡調整に関すること。

（７） 形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

（８） 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の対応及び運賃・料金に関

すること。

（９） 部活動移動支援事業に関すること。

（１０） 前９号に関するもののほか、当協議会の目的を達成するために必

要なこと。

（組織）

第４条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。



（会長及び副会長）

第５条 会長には市長を充て、副会長には市民環境部長を充てる。

２ 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。

３ 副会長は、会長を補佐して協議会の業務を掌理し、会長に事故があるとき

又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理する。

（協議会の委員）

第６条 協議会の委員は、次に掲げる者とする。

（１） 市長又はその指名する者

（２） 市を営業区域とするバス、タクシー事業者その他の一般旅客自動車

運送事業者及びその組織する団体の代表者又はその指名する者

（３） 住民又は利用者

（４） 国土交通省四国運輸局徳島運輸支局長又はその指名する者

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体

の代表者又はその指名する者

（６） 道路管理者

（７） 本市の区域を管轄する警察署長又はそれらの指名する者

（８） 学識経験者

（９） その他市長が協議会に必要と認める者

（会議）

第７条 協議会の会議（以下｢会議｣という。）は、会長が招集し、会長が議

長となる。

２ 会議は委員の２分の１以上の出席により成立し、会議の議決方法は出席し

た委員の多数決によるものとする。

３ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正

かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で

行うものとする。

４ 協議会は、必要があると認めるときは、会員以外の者に対して、資料を提

出させ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。

５ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。

(協議結果の尊重義務)

第８条 協議会で協議が整った事項については、協議会の構成員は、その協議

結果を尊重しなければならない。

（幹事会）

第９条 協議会に提案する事項について、協議又は調整をするため、必要に応

じ協議会に幹事会を置くことができる。



２ 幹事会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第１０条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局は、市民環境部くらし・人権課ふるさと振興課に置く。

３ 事務局に事務局長及び事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（経費の負担）

第１１条 協議会の運営に要する経費は、関係機関の負担金、補助金及びその

他の収入をもって充てる。

（監査）

第１２条 協議会に監査委員２人を置く。

２ 協議会の出納監査は、会長が別に定めた監査委員によって行う。

３ 監査委員は、監査の結果を会長に報告しなければならない。

（財務に関する事項）

第１３条 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会

長が別に定める。

（協議会が解散した場合の措置）

第１４条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打

ち切り、会長であった者がこれを決算する。

（委任）

第１５条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細則は、

会長が別に定める。

附 則

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和２年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和６年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和７年４月１日から施行する。



資 料 ①

（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約の

改正について

②令和７年６月６日 改正



議事（１）美馬市地域公共交通活性化協議会規約改正（案）

美馬市地域公共交通活性化協議会規約（平成２３年４月１日制定）新旧対照表

現行 改正後（案）

（事業）

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。

（１） 道路運送法に基づく旅客運送の協議に関すること。

（２） デマンドバス事業計画の策定及び変更の協議に関するこ

と。

（３） デマンドバス運営実施に関すること。

（４） デマンドバス事業実施に係る連絡調整に関すること。

（５） 形成計画の作成及び変更の協議に関すること。

（６） 形成計画の実施に係る連絡調整に関すること。

（７） 形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

（８） 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の対応及び運賃・

料金に関すること。

（９） 部活動移動支援事業に関すること。

（１０） 前９号に関するもののほか、当協議会の目的を達成する

ために必要なこと。

（事業）

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。

（１） 道路運送法に基づく旅客運送の協議に関すること。

（２） デマンドバス事業計画の策定及び変更の協議に関するこ

と。

（３） デマンドバス運営実施に関すること。

（４） デマンドバス事業実施に係る連絡調整に関すること。

（５） 形成計画の作成及び変更の協議に関すること。

（６） 形成計画の実施に係る連絡調整に関すること。

（７） 形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

（８） 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の対応及び運賃・

料金に関すること。

（９） 部活動移動支援事業に関すること。

（１０） 観光業に関すること

（１１） 前１０号に関するもののほか、当協議会の目的を達成す

るために必要なこと。



（協議会の委員）

第６条 協議会の委員は、次に掲げる者とする。

（１） 市長又はその指名する者

（２） 市を営業区域とするバス、タクシー事業者その他の一般旅客

自動車運送事業者及びその組織する団体の代表者又はその指名す

る者

（３） 住民又は利用者

（４） 国土交通省四国運輸局徳島運輸支局長又はその指名する者

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織す

る団体の代表者又はその指名する者

（６） 道路管理者

（７） 本市の区域を管轄する警察署長又はそれらの指名する者

（８） 学識経験者

（９） その他市長が協議会に必要と認める者

（委嘱）

第６条 協議会の委員は、次の各号のいずれかに該当するもののうちか

ら会長が委嘱する。

（１） 市長又はその指名する者

（２） 市を営業区域とするバス、タクシー事業者その他の一般旅客

自動車運送事業者及びその組織する団体の代表者又はその指名す

る者

（３） 住民又は利用者

（４） 国土交通省四国運輸局徳島運輸支局長又はその指名する者

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織す

る団体の代表者又はその指名する者

（６） 道路管理者

（７） 本市の区域を管轄する警察署長又はそれらの指名する者

（８） 学識経験者

（９） その他市長が協議会に必要と認める者

（任期）

第７条 協議会の委員の任期は、委嘱の日から１年とする。ただし、再

任を妨げない。

（解嘱）

第８条 市長は、協議会の委員が次の各号のいずれかに該当するときは、

解嘱することができる。

（１） 協議会の委員から解嘱の申出があったとき。

（２） 協議会の委員としての活動を行わないとき。

（３） 協議会の委員としてふさわしくない行為を行ったとき。

（４） 前各号に掲げるもののほか、市長が解嘱すべき事由があると

認めたとき。



美馬市地域公共交通活性化協議会規約

平成２３年４月１日制定

平成３１年４月１日改正

令和２年４月１日改正

令和６年４月１日改正

令和７年４月１日改正

令和７年６月６日改正

（目的）

第１条 美馬市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）は、道

路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、美馬市における市

民生活に必要なデマンドバスの旅客運送の確保その他旅客の利便の増進を図

り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するた

めのほか、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第

５９号。以下「活性化法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公

共交通網形成計画（以下「形成計画」という。）の作成及び実施に関し必要

な協議を行うために設置する。

（事務所）

第２条 協議会の事務所は、徳島県美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地美馬市役

所内に置く。

（事業）

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。

（１） 道路運送法に基づく旅客運送の協議に関すること。

（２） デマンドバス事業計画の策定及び変更の協議に関すること。

（３） デマンドバス運営実施に関すること。

（４） デマンドバス事業実施に係る連絡調整に関すること。

（５） 形成計画の作成及び変更の協議に関すること。

（６） 形成計画の実施に係る連絡調整に関すること。

（７） 形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

（８） 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の対応及び運賃・料金に関

すること。

（９） 部活動移動支援事業に関すること。

（１０） 観光業に関すること。

（１０１１） 前９１０号に関するもののほか、当協議会の目的を達成する

ために必要なこと。



（組織）

第４条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。

（会長及び副会長）

第５条 会長には市長を充て、副会長には市民環境部長を充てる。

２ 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。

３ 副会長は、会長を補佐して協議会の業務を掌理し、会長に事故があるとき

又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理する。

（協議会の委員）（委嘱）

第６条 協議会の委員は、次に掲げる者とする。次の各号のいずれかに該当す

るもののうちから会長が委嘱する。

（１） 市長又はその指名する者

（２） 市を営業区域とするバス、タクシー事業者その他の一般旅客自動車

運送事業者及びその組織する団体の代表者又はその指名する者

（３） 住民又は利用者

（４） 国土交通省四国運輸局徳島運輸支局長又はその指名する者

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体

の代表者又はその指名する者

（６） 道路管理者

（７） 本市の区域を管轄する警察署長又はそれらの指名する者

（８） 学識経験者

（９） その他市長が協議会に必要と認める者

（任期）

第７条 協議会の委員の任期は、委嘱の日から１年とする。ただし、再任を妨

げない。

（解嘱）

第８条 市長は、協議会の委員が次の各号のいずれかに該当するときは、解嘱

することができる。

（１） 協議会の委員から解嘱の申出があったとき。

（２） 協議会の委員としての活動を行わないとき。

（３） 協議会の委員としてふさわしくない行為を行ったとき。

（４） 前各号に掲げるもののほか、市長が解嘱すべき事由があると認めた

とき。

（会議）

第７９条 協議会の会議（以下｢会議｣という。）は、会長が招集し、会長が議

長となる。

２ 会議は委員の２分の１以上の出席により成立し、会議の議決方法は出席し



た委員の多数決によるものとする。

３ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正

かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で

行うものとする。

４ 協議会は、必要があると認めるときは、会員以外の者に対して、資料を提

出させ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。

５ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。

(協議結果の尊重義務)

第８１０条 協議会で協議が整った事項については、協議会の構成員は、その

協議結果を尊重しなければならない。

（幹事会）

第９１１条 協議会に提案する事項について、協議又は調整をするため、必要

に応じ協議会に幹事会を置くことができる。

２ 幹事会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第１０１２条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局は、市民環境部ふるさと振興課に置く。

３ 事務局に事務局長及び事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（経費の負担）

第１１１３条 協議会の運営に要する経費は、関係機関の負担金、補助金及び

その他の収入をもって充てる。

（監査）

第１２１４条 協議会に監査委員２人を置く。

２ 協議会の出納監査は、会長が別に定めた監査委員によって行う。

３ 監査委員は、監査の結果を会長に報告しなければならない。

（財務に関する事項）

第１３１５条 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、

会長が別に定める。

（協議会が解散した場合の措置）

第１４１６条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもっ

て打ち切り、会長であった者がこれを決算する。

（委任）

第１５１７条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細

則は、会長が別に定める。



附 則

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和２年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和６年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和７年４月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和７年６月６日から施行する。



資 料 ②

（２）美馬市デマンドバス事業及び木屋平地区自家

用有償旅客運送事業の運行状況について



デマンド交通・デマンドバスとは
　　　デマンドバスは、路線バスと通常タクシーの間を埋
める交通手段といえます。つまり、このデマンドバス
は、自宅から目的地まで車で移動できるという通常
タクシーの利点と、他の公共交通機関と比べて低
額な運賃で移動できる路線バスの利点を併せ持っ
ているのです。

出典：（広報まんのう）より

　　　利用の際には、事前登録や乗車予約が必要で、
乗降地の異なる利用者を乗り合いで輸送するので、
停車地の到達時刻が変化することもありますが、
運行経路を定めず区域内で運行するため、目的地
への移動時間が大幅に短縮され、需要がない場
合、運行を休止することにより運行経費を削減する
ことが可能です。

  



美馬ふれあいバス利用の流れ

美馬市地域公共交通活性化協議会
（事務局：ふるさと振興課）

（一社）美馬交通協会

利用者

①利用登録申請

②利用登録

③現地確認
 予約の受付 ④配車

⑤目的地へ送迎

活性化協議会から運行委託
している市内タクシー事業
者

（受付・予約管理等委託）

①利用者は美馬市地域公共交通活
性化協議会にて登録申請を行う。

②利用者のご自宅等の現地確認・
利用予約の受付

③予約情報をもとに、美馬ふれあ
いバスの配車

④目的地へ送迎

※令和5年度から受付・予約管理等業務を（一社）美馬交通協会に委託。



美馬ふれあいバス利用状況

年度 利用者数 運行日数 運行便数 稼働日数 稼動便数
１日当りの利

用者数
１便当りの利

用者数
稼働率
（日数）

稼働率
（便数）

（ａ） （b） （c） （d） （e） （ｆ） （ｇ） （ｈ） （ｉ）

b*便*台数 a/d a/e d/b e/c

平成２３年度 3,383 213 10,224 208 2,095 16.26         1.61           97.65% 20.49%

平成２４年度 10,060 249 10,956 248 5,424 40.56         1.85           99.60% 49.51%

平成２５年度 12,547 244 10,736 244 6,596 51.42         1.90           100.00% 61.44%

平成２６年度 14,147 246 10,824 246 6,985 57.51         2.03           100.00% 64.53%

平成２７年度 13,969 245 11,270 243 7,075 57.49         1.97           99.18% 62.78%

平成２８年度 16,085 245 11,270 244 8,026 65.92         2.00           99.59% 71.22%

平成２９年度 16,695 245 11,270 242 8,216 68.99         2.03           98.78% 72.90%

平成３０年度 17,760 244 11,986 243 7,961 73.09         2.23           99.59% 66.42%

令和元年度 17,940 241 11,980 240 7,930 74.75         2.26           99.59% 66.19%

令和２年度 16,280 245 12,233 245 7,547 66.45         2.16           100.00% 61.69%

令和３年度 14,937 244 12,134 244 7,646 61.22         1.95           100.00% 63.01%

令和４年度 13,984 244 11,804 244 7,460 57.31         1.87           100.00% 63.20%

令和５年度 15,011 243 12,013 243 7,892 61.77         1.90           100.00% 65.70%

令和6年度 13,421 243 11,976 243 7,433 55.23         1.81           100.00% 62.07%

合　計 182,798 3,148 148,700 3,134 90,853 58.33         2.01           99.56% 61.10%

※平成２３年度は、１０か月（H23.6～H24.3）運行



美馬ふれあいバス利用状況

年 年 月 利用者数 運行日数 運行便数 稼働日数 稼動便数
１日当り
の利用者

数

１便当り
の利用者

数

稼働率
（日数）

稼働率
（便数）

度 記号 （ａ） （b） （c） （d） （e） （ｆ） （ｇ） （ｈ） （ｉ）

数式 b*便*台数 a/d a/e d/b e/c

令和６年 ４ 1,133 21 1,033 21 614 53.95     1.85       100.00% 59.44%

令 ５ 1,211 21 1,041 21 654 57.67     1.85       100.00% 62.82%

６ 1,234 20 999 20 674 61.70     1.83       100.00% 67.47%

和 ７ 1,358 22 1,094 22 708 61.73     1.92       100.00% 64.72%

８ 919 20 992 20 559 45.95     1.64       100.00% 56.35%

９ 1,128 19 946 19 616 59.37     1.83       100.00% 65.12%

１０ 1,236 22 1,078 22 681 56.18     1.81       100.00% 63.17%

１１ 1,029 20 979 20 588 51.45     1.75       100.00% 60.06%

１２ 1,128 21 1,027 21 633 53.71     1.78       100.00% 61.64%

年 令和７年 １ 1,028 19 931 19 562 54.11     1.83       100.00% 60.37%

２ 973 18 881 18 544 54.06     1.79       100.00% 61.75%

度 ３ 1,044 20 975 20 600 52.20     1.74       100.00% 61.54%

13,421 243 11,976 243 7,433 55.23     1.81       100.00% 62.07%

（通常便＋補助便）

合　計

6



( R06.04 ～ R07.03 ）

運行月 １号車 ２号車 ３号車 ４号車 ５号車 ６号車 ７号車 総計
R06.4月 255 256 301 238 10 73 0 1,133
R06.5月 286 266 317 248 14 80 0 1,211
R06.6月 276 297 323 241 19 78 0 1,234
R06.7月 359 319 330 257 16 77 0 1,358
R06.8月 251 228 220 181 20 19 0 919
R06.9月 288 255 285 237 15 48 0 1,128
R06.10月 299 290 324 284 0 39 0 1,236
R06.11月 252 241 285 218 0 33 0 1,029
R06.12月 298 286 280 236 0 28 0 1,128
R07.1月 263 246 271 214 0 34 0 1,028
R07.2月 259 246 237 203 0 28 0 973
R07.3月 302 230 261 232 0 19 0 1,044
総計 3,388 3,160 3,434 2,789 94 556 0 13,421

自宅 病院 商店 通学 公共施設 その他 総計
4,858 2,488 1,908 3,144 403 620 13,421

月 火 水 木 金 総計
2,186 2,785 2,949 2,446 3,055 13,421

美馬ふれあいバス　利用実績
月別利用者数

目的別利用状況

曜日別利用状況
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運行月 １号車 ２号車 ３号車 ４号車 ５号車 ６号車 ７号車 総計
R5年度平均 76,216 82,466 86,608 69,400 75 0 0 288,991
R06.4月 75,200 83,100 46,700 73,000 0 0 0 278,000
R06.5月 61,800 64,300 52,700 45,000 0 0 0 223,800
R06.6月 70,100 65,400 71,000 57,800 900 0 0 265,200
R06.7月 73,500 100,400 93,300 57,200 0 0 0 324,400
R06.8月 68,200 33,300 61,100 42,400 900 0 0 205,900
R06.9月 74,300 57,400 58,300 54,300 300 0 0 244,600
R06.10月 61,300 71,500 69,100 61,400 0 600 0 263,900
R06.11月 60,500 65,700 64,500 50,200 0 0 0 240,900
R06.12月 59,600 71,800 66,700 50,600 0 0 0 248,700
R07.1月 49,200 77,100 55,500 59,800 0 300 0 241,900
R07.2月 66,200 66,000 47,800 44,700 0 300 0 225,000
R07.3月 73,700 65,800 61,700 67,600 0 0 0 268,800
R6年度計 793,600 821,800 748,400 664,000 2,100 1,200 0 3,031,100

時刻 １号車 ２号車 ３号車 ４号車 ５号車 ６号車 ７号車 総計
7:30 811 530 971 181 94 556 0 3,143
8:30 295 334 232 343 0 0 0 1,204
9:15 3 4 17 7 0 0 0 31
10:00 599 420 374 345 0 0 0 1,738
10:45 123 113 129 150 0 0 0 515
11:30 186 202 222 256 0 0 0 866
12:45 391 562 305 354 0 0 0 1,612
13:30 231 195 299 216 0 0 0 941
14:15 179 155 208 221 0 0 0 763
15:00 70 94 90 115 0 0 0 369
16:00 310 353 365 368 0 0 0 1,396
17:00 190 198 222 233 0 0 0 843
総計 3,388 3,160 3,434 2,789 94 556 0 13,421

時間帯別利用状況

月別運行収入

75

0 0 900

0

900

300

0

0

0 0

0

0
0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000 月別運行収入
４号車

３号車

２号車

１号車

５号車

６号車

７号車

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500 時間帯別利用状況

７号車 ６号車 ５号車

４号車 ３号車 ２号車

１号車



木屋平地区自家用有償旅客運送事業（ラクバス事業）とは

  

木屋平地区（交通空白地域）の住民の方が必要な移動手段の確保を図るため、国土
交通大臣の登録を受けて市が自家用有償旅客運送（※）事業を運行している。

事業概要

①利用者は美馬市や受付・運行管
理等を委託している美馬交通協会
に登録申請を行い、登録する。

②受付・運行管理等を委託してい
る美馬交通協会にて、現地確認・
予約の受付。
③予約情報をもとに配車を行う。
④目的地へ送迎

ラクバス事業の流れ

（※）自家用有償旅客運送・・・道路運送法第78条第2号の規定に基づき自治体等が地域住民又は観光旅客等の利便性を確保するため、自家用
　　　　　　　　　　　　　　　自動車を用いて運賃を収受する旅客運送。

（受付・運行管理等委託）

※ラクバス事業の仕組みについては
 トヨタカローラ徳島と検討・構築

美馬市 （一社）美馬交通協会

利用者

①利用登録申請

②現地確認
 予約の受付

③配車

④目的地へ送迎

（一社）美馬交通協会の運
転手または地域おこし協力
隊



１．乗客利用者数
区域等 木屋平村内 木屋平－脇町・穴吹 計

月 一般 減免 市外 一般 減免 市外 一般 減免 市外
4月 0 54 0 14 37 2 14 91 2 107
5月 4 60 0 17 29 2 21 89 2 112
6月 0 68 0 8 31 2 8 99 2 109
7月 2 74 0 9 50 2 11 124 2 137
8月 0 46 0 8 20 7 8 66 7 81
9月 0 48 0 13 32 3 13 80 3 96
10月 0 60 0 8 18 15 8 78 15 101
11月 0 57 0 16 42 5 16 99 5 120
12月 0 68 0 18 46 6 18 114 6 138
1月 0 61 0 10 20 0 10 81 0 91
2月 0 62 0 7 21 5 7 83 5 95
3月 0 70 0 17 33 4 17 103 4 124
計 6 728 0 145 379 53 151 1,107 53 1,311

再掲）（4-6月）
区域等 木屋平村内 木屋平－脇町・穴吹 計

月 一般 減免 市外 一般 減免 市外 一般 減免 市外
月平均 0.5 66.2 0.0 13.2 34.5 4.8 13.7 100.6 4.8 119.2

２．運賃
区域等 木屋平村内 回数券

一般 減免 市外 一般 減免 市外 目的地間 販売

月 ＠500 ＠300 ＠1000 ＠500 ＠300 ＠1000 ＠300 計 うち現金 小計

4月 0 16,200 0 7,000 11,100 2,000 0 36,300 22,900 15,000
5月 2,000 18,000 0 8,500 8,700 1,200 600 39,000 27,500 12,000
6月 0 20,400 0 4,000 9,300 1,200 0 34,900 22,500 17,000
7月 1,000 22,200 0 4,500 15,000 1,200 600 44,500 31,100 9,000
8月 0 13,800 0 4,000 6,000 5,400 600 29,800 17,700 14,000
9月 0 14,400 0 6,500 9,600 2,200 1500 34,200 19,400 6,000
10月 0 18,000 0 4,000 5,400 14,200 600 42,200 30,500 12,000
11月 0 17,100 0 8,000 12,600 4,200 0 41,900 24,200 5,000
12月 0 20,400 0 9,000 13,800 6,000 600 49,800 33,300 30,000
1月 0 18,300 0 5,000 6,000 0 0 29,300 22,500 8,000
2月 0 18,600 0 3,500 6,300 4,200 0 32,600 13,700 3,000
3月 0 21,000 0 8,500 9,900 2,400 900 42,700 32,700 23,000
計 3,000 218,400 0 72,500 113,700 44,200 5,400 457,200 298,000 154,000

ラクバス利用状況2024

木屋平－脇町・穴吹 運賃収入額

収入額計 452,000

合計

合計
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目的別利用状況
自宅 病院 商店 通学 公共施設 その他 総計
658 468 104 0 81 0 1311

自宅
50%

病院
36%

商店
8%

公共施設
6%



資 料 ③

（３）美馬ふれあいバス受付センターの移転について



美馬ふれあいバス受付センターの移転について

１．美馬市地域交流センターミライズ「観光のハコ」での業務

平日：午前８時３０分～午後５時１５分

美馬ふれあいバスの受付・配車業務

美馬ふれあいバス定期券・回数券の販売

＋利用登録の申請受付

＋観光に係る問合せ、来訪者に対する交通案内

＋（一社）美馬交通協会自主事業

（レンタサイクル、レンタカー、ツアー販売・予約等）

休日：午前１０時００分～午後４時００分

美馬ふれあいバス定期券・回数券の販売

＋利用登録の申請受付

＋観光に係る問合せ、来訪者に対する交通案内

＋（一社）美馬交通協会自主事業

（レンタサイクル、レンタカー、ツアー販売・予約等）

２．期待される効果

①定期券・回数券購入の利便性向上

②観光サービスの向上

③モビリティを活用した周遊観光の拡大

④美馬交通協会や美馬観光ビューロー等、周辺事業者との連携に

よる観光コンテンツの増加



資 料 ④

（４）中学校「部活動拠点校」への移動支援サービス

導入実証事業について



中学校の「部活動拠点校」への

移動支援サービス導入実証事業

事業効果



運行実績

月 送迎台数（台） 送迎人数（人） 運賃経費（円）

１０月 70 250 288,380

１１月 40 177 143,420

１２月 56 218 238,300

１月 44 143 175,060

２月 37 111 134,900

３月 63 203 209,340

合計 310 1,102 1,189,400



１ 中学生

問 部活動の際の送迎が始まったことで、以前よりも便利になったと思いますか。（○は

１つだけ）

「そう思う」の割合が 59.3％、「どちらともいえない」の割合が 40.7％となっています。

自由意見としては、
・親が送迎しなくていいので、家の都合で部活に参加できなくなることが減った。
・部活の練習時間が増えた。
・移動がスムーズになった。
などの意見があった。

２ 保護者

問 システムの導入によって、良くなった点を教えてください。（複数回答可）

「部活のスケジュールを把握できるようになった」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「合

同部活の送迎の状況が分かり便利になった」の割合が 34.6％、「以前と変わらない」の割合が

26.9％となっています。

そう思う どちらともいえない そう思わない 無回答

回答者数 =

　 27 59.3 40.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 26 ％

部活のスケジュールを把握できるようになった

合同部活の送迎の状況が分かり便利になった

以前と変わらない

その他

無回答
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3.8
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問 部活動の移動支援事業が始まる前と比較して、回答者の方による部活動の送迎回数は

どのくらい減少しましたか。（○は１つだけ）

「以前と変わらない」の割合が 61.5％と最も高く、次いで「週２回以上」の割合が 15.4％、

「月２～３回程度」の割合が 11.5％となっています。

問 システム導入によって、状況が見えるようになったことで以前よりも安心できるよう

になりましたか。（○は１つだけ）

「以前と変わらない」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「安心できる」の割合が 26.9％、

「とても安心できる」の割合が 15.4％となっています。

自由意見としては、
・土日の部活動についても送迎して欲しい。
・部活動の送迎のために仕事を休む必要がなくなった。
・今後も継続して欲しい。
などの意見やシステムの改善についての意見があった。

週２回以上 週１回程度 月２～３回程度 数ヶ月に１回程度

以前と変わらない 無回答

回答者数 =

　 26 15.4 7.7 11.5 3.8 61.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても安心できる 安心できる 以前と変わらない 無回答

回答者数 =

　 26 15.4 26.9 46.2 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%



３ 部活動指導員

問 システム導入によって、状況が見えるようになったことで以前よりも安心できるよう

になりましたか。（○は１つだけ）

「以前と変わらない」で５件、「安心できる」で２件となっています。

問 部活動の移動支援事業が始まる前と比較して、部活に参加する生徒数は増加したと思

いますか。（○は１つだけ）

「変わらない」で８件、「少し増えた」で１件となっています。

自由意見としては、保護者が位置情報を確認できるので安心できる。との意見も合ったが、予約や乗降
の確認で業務量が増えているとの意見もあった。
業務を効率化するためにもシステムをより使いやすくしていく必要がある。

とても安心できる 安心できる 以前と変わらない 無回答

回答者数 =

　 9 22.2 55.6 22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり増えた 増えた 少し増えた 変わらない 無回答

回答者数 =

　 9 11.1 88.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



４ 学校関係者

問 システム導入によって、状況が見えるようになったことで以前よりも安心できるよう

になりましたか。（○は１つだけ）

「安心できる」で２件、「以前と変わらない」で１件となっています。

問 部活動の移動支援事業が始まる前と比較して、部活に参加する生徒数は増加したと思

いますか。（○は１つだけ）

「変わらない」で４件、「増えた」で１件となっています。

自由意見としては、予約に関する事務については効率化されたが、部活の予定が変更となった際のタク
シー事業社への連絡対応など、部活動指導者の事務が増加したように感じる。
との意見がみられた。

とても安心できる 安心できる 以前と変わらない 無回答

回答者数 =

　 5 40.0 20.0 40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり増えた 増えた 少し増えた 変わらない 無回答

回答者数 =

　 5 20.0 80.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



５ 運行事業者

問 システムの導入によって、良くなった点を教えてください。（複数選択可）

「以前と変わらない」で３件、「情報の連携が便利になった」、「業者間の連携が楽になった」

で２件となっています。

ヒアリングを行ったところ、運行事業者は予約確認などシステムを利用する機会が多く便利になった面
もあるが、運転手高齢化の影響もありシステムに対応しきれていない状況があることが分かった。

回答者数 = 7 ％

情報の連携が便利になった

業者間の連携が楽になった

ドライバーとの連携が楽になった

以前と変わらない

その他

無回答

28.6

28.6

0.0

42.9

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100



資 料 ⑤

（５）令和６年度美馬市地域公共交通活性化協議会決算について

（６）令和７年度美馬市地域公共交通活性化協議会予算（案）に

ついて



令 和 ６ 年 度

美馬市地域公共交通活性化協議会

決 算 書 １



第１表 歳 入 歳 出 決 算

〔１〕美馬市デマンドバス事業

１．総括

歳 入 （単位：円）

款 予算額 決算額 比 較

１負担金 ０ ０ ０

２補助金 ４８，５９８，０００ ４６，７５２，７０８ ▲１，８４５，２９２

３繰越金 ０ ０ ０

４運行収入 ３，５７２，０００ ３，５８４，１００ １２，１００

５雑収入 ０ １２，５３４ １２，５３４

歳 入 合 計 ５２，１７０，０００ ５０，３４９，３４２ ▲１，８２０，６５８

歳 出 （単位：円）

款 予算額 決算額 比 較

１運営費 ０ ０ ０

２事業費 ５２，１７０，０００ ５０，３４９，３４２ ▲１，８２０，６５８

３予備費 ０ ０ ０

歳 出 合 計 ５２，１７０，０００ ５０，３４９，３４２ ▲１，８２０，６５８



２．歳 入

（款）２ 補助金

（款）４ 運行収入

（款）５ 雑収入

（項）１補助金 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１市補助金 48,598,000 41,795,708 ▲6,802,292 市補助金 41,795,708 市からの補助金

２国補助金 4,957,000 4,957,000 国補助金 4,957,000 国からの補助金

計 48,598,000 46,752,708 ▲1,845,292 46,752,708

（項）１運行収入 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１運行収入 3,572,000 3,584,100 12,100 運行収入 3,584,100 運行収入

計 3,572,000 3,584,100 12,100 3,584,100

（項）１雑収入 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１預金利子 0 12,534 12,534 預金利子 12,534 預金利子

２負担金 0 0 0 負担金 0 負担金

３繰越金 0 0 0 繰越金 0 繰越金

計 0 12,534 12,534 12,534



３．歳 出

（款）２ 事業費

（項）１事業費 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１事業費 52,170,000 50,349,342 ▲1,820,658 需用費 534,779 事務所運営経費（消耗品費、修

繕料等）

役務費 531,273 通信費（電話代等）

委託料 49,252,270 28,614,310 円 運行委託料

18,082,880 円 予約受付等業

務委託料

2,555,080 円 システム運用費

手数料 31,020 振込手数料等

計 52,170,000 50,349,342 ▲1,820,658 50,349,342



〔２〕中学校の「部活動拠点校」への移動支援サービス導入実証事業

１．総括

歳 入 （単位：円）

款 予算額 決算額 比 較

１補助金 １８，２９４，０００ １４，６５４，５００ ▲３，６３９，５００

歳 入 合 計 １８，２９４，０００ １４，６５４，５００ ▲３，６３９，５００

歳 出 （単位：円）

款 予算額 決算額 比 較

１運営費 ０ ０ ０

２事業費 １８，２９４，０００ １４，６５４，５００ ▲３，６３９，５００

３予備費 ０ ０ ０

歳 出 合 計 １８，２９４，０００ １４，６５４，５００ ▲３，６３９，５００



２．歳 入

（款）２ 補助金

３．歳 出

（款）２ 事業費

（項）１補助金 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１市補助金 5,154,000 3,702,934 ▲1,451,066 市補助金 3,702,934 市からの補助金

２国補助金 13,140,000 10,951,566 ▲2,188,434 国補助金 10,951,566 国からの補助金

計 18,294,000 14,654,500 ▲3,639,500 14,654,500

（項）１事業費 （単位：円）

目 予算額 決算額 比較
節

説明
区分 金額

１事業費 18,294,000 14,654,500 ▲3,639,500 需用費 19,800 チラシ作成費

委託料 13,431,990 1,012,000 円 アンケート調査

12,419,990 円 アプリ構築・

運用

運行経費 1,189,400 送迎に係る運行経費

手数料 13,310 振込手数料等

計 18,294,000 14,654,500 ▲3,639,500 14,654,500





令 和 ７ 年 度

美馬市地域公共交通活性化協議会

予 算 書 （案）



第１表 歳 入 歳 出 予 算 （案）

［１］美馬市デマンドバス事業

１．総括

歳 入 （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較

１負担金 ０ ０ ０

２補助金 ４７，３５６ ４８，５９８ ▲１，２４２

３繰越金 ０ ０ ０

４運行収入 ３，５０４ ３，５７２ ▲６８

５雑収入 ０ ０ ０

歳 入 合 計 ５０，８６０ ５２，１７０ ▲１，３１０

歳 出 （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較

１運営費 ０ ０ ０

２事業費 ５０，８６０ ５２，１７０ ▲１，３１０

３予備費 ０ ０ ０

歳 出 合 計 ５０，８６０ ５２，１７０ ▲１，３１０



２．歳入

（款）２ 補助金

（款）４ 運行収入

（項）１補助金 （単位：千円）

目 本年度 前年度 比較
節

説明
区分 金額

１補助金 47,356 48,598 ▲1,242 市補助金 47,356 市補助金

計 47,356 48,598 ▲1,242 47,356

（項）１運行収入 （単位：千円）

目 本年度 前年度 比較
節

説明
区分 金額

１運行収入 3,504 3,572 ▲68 運行収入 3,504 運行収入

計 3,504 3,572 ▲68 運行収入 3,504



３．歳 出

（款）２ 事業費

＊科目間の流用を認める。

（項）１事業費 （単位：千円）

目 本年度 前年度 比較
節

説明
区分 金額

１事業費 50,860 52,170 ▲1,310 需用費 553 事務所運営等

役務費 660 通信費等

委託料 49,614 29,525 千円 運行業務委託

2,060 千円 システム運用費

18,029 千円 予約受付等業務委託

手数料 33 各種手数料

計 50,860 52,170 ▲1,310 50,860



［２］中学校「部活動拠点校」への移動支援サービス導入実証事業

１．総括

歳 入 （単位：千円）

款 本年度予算額

１補助金 １１，２５９

歳 入 合 計 １１，２５９

歳 出 （単位：千円）

款 本年度予算額

１運営費 ０

２事業費 １１，２５９

３予備費 ０

歳 出 合 計 １１，２５９



２．歳入

（款）２ 補助金

３．歳 出

（款）２ 事業費

＊科目間の流用を認める。

（項）１補助金 （単位：千円）

目 本年度
節

説明
区分 金額

１補助金 11,259 市補助金 11,259 市からの補助金

計 11,259 11,259

（項）１事業費 （単位：千円）

目 本年度
節

説明
区分 金額

１事業費 11,259 委託料 2,218 見守り・支援アプリ使用料

運行経費 9,041 送迎に係る運行費用

計 11,259 11,259




